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愛
媛
県
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
の
寄
付

愛
媛
県
町
村
会　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議

愛
媛
県
町
村
会　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会　

　

愛
媛
県
町
村
会
及
び
愛
媛
県
町
村
議
会

議
長
会
は
、
3
月
8
日
付
け
で
愛
媛
県
内

9
町
長
並
び
に
9
町
議
会
議
長
の
連
名
で

　

愛
媛
県
町
村
会
の
佐
川
会
長
（
砥
部
町

長
）
と
愛
媛
県
市
長
会
の
武
智
会
長
（
伊

予
市
長
）
は
、
3
月
30
日
愛
媛
県
田
中
副

知
事
を
訪
ね
、
愛
媛
県
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
道
危
機
対
応
及
び
救
援
活
動
等
を
支
援

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議
　ロシア軍は、₂月24日ウクライナに侵攻した。これは、ウクライナの主権及び
領土の侵害であり、武力の行使を禁ずる国際法の深刻な違反であるとともに、国
際秩序の根幹を揺るがす行為として断じて許されない。
　そのロシアの軍事攻撃により、子どもを含む民間人の犠牲者が多数出ている。さ
らに、ロシア軍は₃月₄日、稼働中の原発を攻撃し制圧した。これは、前代未聞
の大惨事にもなりかねない行為であり、伊方原子力発電所を有する本県にとって、
断じて容認することはできない。
　また、プーチン大統領は、核兵器の使用もちらつかせており、唯一の戦争被爆
国の国民として世界の恒久平和を願う気持ちを踏みにじるものである。
　愛媛県町村会及び愛媛県町村議会議長会は、ロシア軍による即時の攻撃停止と
完全撤退を強く求めるとともに、日本政府においては、ウクライナの在留邦人の
安全確保や我が国への影響対策に万全を尽くし、国際社会と連携し、世界の恒久
平和の実現に向け、₁日も早く平和的に解決することを強く求める。
　以上、決議する。
　　令和₄年₃月₈日
　　　愛媛県町村会長　佐川　秀紀（砥部町長）
　　　愛媛県町村議会議長会会長　原田　達也（愛南町議会議長）
　　　上島町長　　　　上村　俊之　　　　　久万高原町長　　　　河野　忠康
　　　松前町長　　　　岡本　　靖　　　　　内子町長　　　　　　小野植正久
　　　伊方町長　　　　高門　清彦　　　　　松野町長　　　　　　坂本　　浩
　　　鬼北町長　　　　兵頭　誠亀　　　　　愛南町長　　　　　　清水　雅文
　　　上島町議会議長　前田　省二　　　　　久万高原町議会議長　髙橋　末廣
　　　松前町議会議長　加藤　博德　　　　　砥部町議会議長　　　 岡　利昌
　　　内子町議会議長　菊地　幸雄　　　　　伊方町議会議長　　　小泉　和也
　　　松野町議会議長　村尾　重利　　　　　鬼北町議会議長　　　芝　　照雄

「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対

す
る
決
議
」
を
左
記
の
と
お
り
決
議
し
ま

し
た
。

す
る
た
め
に
設
置
し
た
「
愛
媛
県
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
」
に
対
し
、
各
会

そ
れ
ぞ
れ
寄
付
金
1
0
0
万
円
の
目
録
を

お
渡
し
し
た
。
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第
1
8
6
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
が
徳
島
県
当
番
に
よ
り
3
月
22

日
に
開
催
し
た
。
今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

W
e
b
会
議
で
開
催
さ
れ
、
四
国
4
県
の

会
長
及
び
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
徳
島
県
の
谷
川
会
長
及

び
四
国
地
区
会
長
の
原
田
愛
媛
県
会
長

（
愛
南
町
議
会
議
長
）が
あ
い
さ
つ
を
述
べ

た
後
、
規
約
の
規
定
に
よ
り
谷
川
徳
島
県

会
長
が
議
長
席
に
着
い
て
、「
議
事
」
に

入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
次
期
開
催
県

の
原
田
愛
媛
県
会
長
を
指
名
し
た
後
、
次

第
1
8
₆
回
四
国
地
区
町
村
議
会

�

議
長
会
会
長
会
を
開
催

の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
　
　

議　

事

1　

令
和
4
年
度
各
県
事
業
計
画
及
び
予

算
に
つ
い
て

　
　

各
県
事
務
局
長
が
資
料
に
基
づ
き
説

明
が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

2　

各
県
提
出
議
題
に
つ
い
て

　

①　

第
61
回
四
国
地
区
町
村
議
会
研
修

会
に
つ
い
て
（
高
知
県
）

　

②　

令
和
4
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
に
つ
い
て
（
徳
島
県
）

　
　

①
及
び
②
に
つ
い
て
は
、
各
担
当
県

令和４年度四国四県町村長・議長大会 開催要綱
　
₁．名　　称　　四国四県町村長・議長大会
₂．目　　的
　　四国の57の町村長・議長が一堂に会し、議会と執行部
の立場を超えて「元気溢れる地域をつくる」との強い信念
のもと、町村の抱える重要課題について研修・意見交換・
審議し、その実現のためお互いに連携を密にしながら、総
力を結集して行動し、多様で個性豊かな町村自治の振興と
住民福祉の向上を期する。

₃．主　　催　　四国四県町村会
　　　　　　　　四国四県町村議会議長会
₄．日　　程　　令和₄年₉月29日（木）
　　　　　　　　⑴　大　会　　　14時00分～15時25分
　　　　　　　　⑵　記念講演　　15時40分～17時10分
　　　　　　　　⑶　意見交換会　17時30分～19時30分
₅．開催場所　　徳島グランヴィリオホテル
　　　　　　　　　　₁階「グランヴィリオホール」　　
　　　　　　　　徳島市万代町₃丁目5-1　℡088-624-1111
₆．出 席 者　　四国四県町村長　全員
　　　　　　　　四国四県町村議会議長　全員
₇．大会次第
　⑴　開　　会　　⑵　国歌斉唱
　⑶　あいさつ　　⑷　宣　　言
　⑸　来賓祝辞　　徳島県知事、徳島県議会議長、
　　　　　　　　　全国町村会長、全国町村議会議長会長
　⑹　議長選出　　⑺　議　　事　　各県提出議題審議
　⑻　決議・緊急決議　　　⑼　共同アピール
　⑽　実行運動方法協議　　⑾　閉　　会
₈．意見交換会
　⑴　開　　会　　⑵　あいさつ　　⑶　乾　　杯
　⑷　懇　　談　　⑸　ガンバローコール　　⑹　閉　　会

事
務
局
長
が
資
料
に
基
づ
き
開
催
概
要

等
を
説
明
し
た
。

3　

次
期
四
国
地
区
会
長
の
選
任
に
つ
い

て

　
　

高
知
県
の
中
城
会
長
が
四
国
地
区
会

長
に
選
任
さ
れ
た
。
任
期
は
、
令
和
4

年
4
月
1
日
か
ら
1
年
間
。

4　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
に
お
け
る
委

員
会
委
員
等
の
選
任
に
つ
い
て
（
愛
媛

県
）

　
　

徳
島
県
の
小
原
事
務
局
長
か
ら
資
料

に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
全
国
会
の
委

員
会
委
員
等
に
つ
い
て
、
就
任
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
確
認
し
、
次
の
と
お

り
選
出
し
た
。

　

◦
制
度
運
営
検
討
委
員
会　
　

高
知
県

　

◦
運
営
の
実
務
検
討
委
員
会　

香
川
県

5　

次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

 

四
国
４
県
議
長
会

　

事
務
局
長
・
担
当
者
会

　

前
述
の
四
国
地
区
会
長
会
に
先
立
ち
、

同
日
に
四
国
4
県
町
村
議
会
議
長
会
事
務

局
長
並
び
に
担
当
者
会
W
e
b
会
議
で

開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
徳
島
県
の
小
原
事
務
局
長
の
あ

い
さ
つ
に
始
ま
り
、
次
の
テ
ー
マ
に
よ
り

進
め
ら
れ
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

①　

第
61
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

研
修
会
（
香
川
県
）

②　

令
和
4
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
に
つ
い
て
（
徳
島
県
）

③　

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会

並
び
に
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研

修
会
の
持
ち
方
に
つ
い
て
（
愛
媛
県
）

④　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
に
お
け
る
委

員
等
の
選
任
に
つ
い
て
（
愛
媛
県
）

⑤　

そ
の
他

　
　

次
回
は
、
愛
媛
県
で
開
催
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。
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愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
第
73
回

定
期
総
会
を
3
月
30
日（
水
）午
後
4
時
か

ら
、「
愛
媛
県
自
治
会
館
会
議
室
」
で
、
県

下
9
町
の
議
長
の
出
席
を
得
て
開
催
し
た
。

　

総
会
は
ま
ず
、「
開
会
の
こ
と
ば
」
を

第
73
回
定
期
総
会
を
開
く

令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会　

岡
副
会
長
（
砥
部
町
議
長
）
が
述
べ
、続
い

て
原
田
会
長
（
愛
南
町
議
長
）
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
愛
媛
県
知
事
、
愛
媛
県
議
会

議
長
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
か
ら

の
祝
辞
を
代
読
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
た
松
野
町
議
会
に
対
し
て
表

彰
状
の
伝
達
及
び
記
念
品
の
贈
呈
を
行
っ

た
。

　

こ
こ
で
、山
本
順
三
参
議
院
議
員
を
は
じ

め
と
し
た
本
県
選
出
国
会
議
員
か
ら
の
祝

電
を
披
露
し
た
。

　

次
に
議
事
に
入
り
、
ま
ず
、規
約
に
よ
り

原
田
会
長
が
議
長
席
に
着
い
て
、次
の
と
お

り
議
事
を
進
行
し
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

⑵　

報
告
第
2
号　

専
決
処
分
に
つ
い
て

（
令
和
3
年
度
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長

会
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
））

⑶　

認
定
第
1
号　

令
和
2
年
本
会
議
員

共
済
事
業
特
別
会
計
決
算

⑷　

議
案
第
1
号　

令
和
4
年
度
本
会
議

員
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

⑸　

認
定
第
2
号　

令
和
2
年
度
本
会
一

般
会
計
決
算

⑹　

議
案
第
2
号　

令
和
4
年
度
本
会
会

務
運
営
方
針
及
び
事
業
計
画

⑺　

議
案
第
3
号　

令
和
4
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑻　

議
案
第
4
号　

常
務
理
事
の
辞
職
に

対
す
る
同
意
を
求
め
る
件
に
つ
い
て

⑼　

議
案
第
5
号　

令
和
4
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

　

以
上
の
議
案
を
議
題
と
し
、
事
務
局
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
。
一
同
異
議
な
く
、
認

定
ま
た
は
議
決
さ
れ
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、
最
後
に
「
閉

会
の
こ
と
ば
」
を

岡
副
会
長
（
砥
部
町

議
長
）
が
述
べ
、
盛
会
裏
に
閉
会
し
た
。

　

そ
の
後
、
9
町
の
議
長
に
よ
り
、
次
の

こ
と
を
協
議
し
た
。

⑴　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

抗
議
す
る
決
議
に
つ
い
て

⑵　

愛
媛
県
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援

金
に
つ
い
て

⑶　

中
村
知
事
へ
の
出
馬
要
請
に
つ
い
て

⑷　

そ
の
他

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰
名
簿

	

　
　
　
　
　
　
　
（
本
県
関
係
／
敬
称
略
）

◎
優
良
議
会

　

北
宇
和
郡
松
野
町
議
会

会長あいさつ　原田会長（愛南町議長）

議会表彰　（村尾松野町議会議長）
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県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第
22
回
定
期

総
会
は
、
3
月
25
日
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
え
ひ

め
で
、
県
下
町
監
査
委
員
及
び
補
助
職
員

ら
23
人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
、
事
務
局
長
の
司
会
で
進
め
ら

れ
、
榎
本
副
会
長
（
松
野
町
代
表
監
査
委

員
）
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
い
て
、
安
永

会
長
（
松
前
町
代
表
監
査
委
員
）
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
表
彰
に
入
り
、
伊
賀
上
松
前
町

監
査
委
員
に
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈

し
た
。

　

次
い
で
、
議
事
に
入
り
、
安
永
会
長
が

議
長
と
な
っ
て
、
次
の
と
お
り
議
事
が
進

め
ら
れ
た
。

 
【
議　

事
】

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

　
　

書
面
に
よ
る
報
告
と
し
、
一
同
了
承
。

⑵　

認
定
第
1
号　

令
和
2
年
度
決
算

　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
森
本
監

事
の
監
査
報
告
を
受
け
て
認
定
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

⑶　

議
案
第
1
号　

令
和
4
年
度
会
務
運

営
方
針
及
び
事
業
計
画

⑷　

議
案
第
2
号　

令
和
4
年
度
歳
入
歳

出
予
算

　

以
上
の
2
議
案
を
一
括
議
題
と
し
事
務

局
か
ら
順
次
説
明
。
一
同
異
議
な
く
議
決

さ
れ
た
。

⑸　

議
案
第
3
号　

任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
に
つ
い
て

　
　

本
年
3
月
31
日
に
現
役
員
が
任
期
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
議
長
の
指
名
推
選
に
よ
る
選
挙

と
し
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

会　

長　

森
本　

英
隆
（
上
島
町
）

　
　

副
会
長　

赤
穗　

英
一
（
内
子
町
）

第
22
回
定
期
総
会

 
会
長
に
森
本
英
隆
氏（
上
島
町
代
表

監
査
委
員

）を
選
出

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会　

令和４年度会務運営方針及び事業計画
	 愛媛県町村監査委員協議会　
第１　運営方針
　　厳しい財政状況の中で、基礎自治体は今まで以上に公正で合理的
かつ能率的な運営を確保することが強く求められており、監査委員
の果たすべき職責はますます重要となっている。
　　このときに当たり、本会は決意を新たにしてその使命を深く自覚
し、監査委員の資質向上と監査機能の更なる充実強化に向けて、監
査委員相互並びに全国町村監査委員協議会との連携を密にすると
ともに、各町における監査の適正な執行と監査委員制度の健全な進
展を図り、地方自治の振興発展に寄与するものとする。
第２　事業計画
　　上記基本方針に基づき、次の事業を実施する。

記
　⑴　定期総会　　１回
　⑵　臨時総会　　必要に応じて
　⑶　監 事 会　　１回
　⑷　四国四県町村監査委員協議会研修会
　　　　　令和₄年₇月₄日（月）
　　　　　　　徳島市「徳島グランヴィリオホテル」　
　⑸　町村監査委員全国研修会
　　　　　令和₄年10月26日（水）～10月27日（木）
　　　　　　　「ＬＩＮＥ ＣＵＢＥ ＳＨＩＢＵＹＡ（渋谷公会堂）」
　⑹　愛媛県町村監査委員協議会表彰規程に基づく表彰
　⑺　愛媛県町村監査委員に対する感謝要綱に基づく感謝状贈呈
　⑻　監査委員に関する実態調査及び資料等の提供
　⑼　その他必要な事項

会　長
森本　英隆氏

（上島町代表監査委員）

　
　

監　

事　

影
浦　

浩
二
（
砥
部
町
）

　
　
　

同　
　

西
村　

信
男
（
愛
南
町
）

　
　

な
お
、
新
役
員
の
任
期
は
、
令
和
4

年
4
月
1
日
か
ら
2
年
間
。

⑹　

議
案
第
4
号　

決
議

　
　

榎
本
副
会
長
が
別
掲
の
決
議
を
朗
読

し
満
場
の
拍
手
で
こ
れ
を
採
択
。

　

最
後
に
同
副
会
長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を

述
べ
て
盛
会
裏
に
閉
会
し
た
。

　

引
き
続
き
、
町
村
監
査
委
員
協
議
会
研

修
会
を
開
催
し
、
砥
部
町
代
表
監
査
委
員

の
影
浦
浩
二
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
地
方
自

治
体
に
お
け
る
内
部
統
制
と
監
査
―
監
査

委
員
の
た
め
の
内
部
統
制
―
」
と
題
す
る

講
演
を
聴
講
し
た
。

伊賀上松前町監査委員に表彰

講師　影浦浩二氏　（砥部町代表監査委員）
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令
和
４
年
度 

事
業
計
画・予
算
を
決
定

県
市
町
振
興
協
会　

理
事
会
・
評
議
員
会　

【
第
2
回
定
例
理
事
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
佐
川
秀
紀
砥
部
町
長
）
は
、
令

和
3
年
度
第
2
回
定
例
理
事
会
を
3
月
16

日（
水
）午
後
1
時
30
分
か
ら
「
愛
媛
県
自

治
会
館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、佐
川
秀
紀（
理
事
長
）・

武
智
邦
典
（
伊
予
市
長
）・
若
江
進
（
松
山

市
議
会
議
長
）・

岡
利
昌
（
砥
部
町
議
会

議
長
）・
渡
部
明
忠
（
愛
媛
県
町
村
会
事
務

局
長
）
の
各
理
事
及
び
森
佑
布
（
愛
媛
県

市
町
振
興
課
長
）・
武
智
茂
記
（
愛
媛
県
市

長
会
事
務
局
長
）・
酒
井
啓
司
（
税
理
士
）

の
各
監
事
、
田
窪
出
納
役
等
。

　

佐
川
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

定
款
の
定
め
に
よ
り
佐
川
理
事
長
が
議
長

と
な
り
、
渡
部
常
務
理
事
か
ら
、
各
議
案

に
つ
い
て
説
明
及
び
報
告
が
行
わ
れ
、
い

ず
れ
も
議
決
及
び
了
承
さ
れ
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

◆
議　

事

第
₁
号
議
案

　

令
和
4
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
₂
号
議
案

　

令
和
4
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

第
3
号
議
案

　

令
和
3
年
度
第
2
回
臨
時
評
議
員
会
の

開
催
に
つ
い
て

◆
報　

告

第
1
号
報
告

　

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て

【
第
2
回
臨
時
評
議
員
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
佐
川
秀
紀
砥
部
町
長
）
は
、
令

和
3
年
度
第
2
回
臨
時
評
議
員
会
を
3
月

30
日（
水
）午
前
11
時
か
ら
「
愛
媛
県
自
治

会
館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、佐
川
秀
紀
（
理
事
長
）

及
び
玉
井
敏
久
（
西
条
市
長
）・
安
川
哲
生

（
大
洲
市
議
会
議
員
）・
河
野
忠
康
（
久
万

高
原
町
長
）・
菊
地
幸
雄
（
内
子
町
議
会
議

長
）・
安
田
俊
一
（
松
山
大
学
経
済
学
部
教

授
）・
柏
原
準
（
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会

常
務
理
事
）の
各
評
議
員
及
び
森
佑
布（
愛

媛
県
市
町
振
興
課
長
）・
武
智
茂
記
（
愛
媛

県
市
長
会
事
務
局
長
）・
酒
井
啓
司
（
税
理

士
）
の
各
監
事
、
渡
部
常
務
理
事
等
。

　

佐
川
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

定
款
の
定
め
に
よ
り
菊
地
幸
雄
評
議
員
を

議
長
に
選
出
し
、
議
事
録
署
名
人
に
、
玉

井
敏
久
・
河
野
忠
康
の
両
評
議
員
を
指
名
。

　

議
事
に
入
り
、
渡
部
常
務
理
事
か
ら
議

案
説
明
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ

た
。
評
議
員
の
補
欠
選
任
で
は
本
多
幸
雄

（
愛
南
町
議
会
事
務
局
長
）が
選
出
さ
れ
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
。

◆
議　

事

第
₁
号
議
案

　

令
和
4
年
度
事
業
計
画
の
承
認
に
つ
い

て
第
₂
号
議
案

　

令
和
4
年
度
収
支
予
算
の
承
認
に
つ
い

て
第
₃
号
議
案

　

評
議
員
の
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
に
つ

い
て　

理　　事　　会

評　議　員　会
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令和４年度事業のあらまし
～ 市町村振興宝くじの収益金等を活用し、愛媛県内20市町の振興に寄与 ～

公益財団法人愛媛県市町振興協会
　当協会は、市町財政の厳しい環境に配慮し、的確な財政運営を実施していくとともに、市町の公共施設整備事
業等への資金融資、市町振興事業に対する助成及び人材育成のための研修等、次に掲げる事業を行います。なお、
市町村振興宝くじ販売促進事業については、関係団体の協力を得ながら行います。

事業名 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

資
金
貸
付
事
業

⑴　長期貸付事業
　貸付予定枠　　25億円（愛媛県協会：20億円、全国協会：₅億円）
　貸付対象事業　　愛媛県知事と協議し同意又は許可を受け、あるいは届出をしている一般会計債の事業とする。
　貸 付 条 件　　償還期間および利率

　　　　　　　　　償還方法　　半年賦元金均等償還
　　　　　　　　　償 還 日　　₉月17日及び₃月17日
　　　　　　　　　貸 付 日　　令和₄年₅月24日、令和₅年₃月24日
⑵　短期貸付事業
　貸付対象事業　　当該年度内に行う必要がある緊急的な公共事業や災害防止対策事業
　貸 付 条 件　　貸付利率　　本協会基金等貸付細則附則第₂条の規定の特例として、財政融資資金の貸付金利を基準とし、理
　　　　　　　　　　　　　　　事長が定める貸付利率とする。ただし、当分の間、貸付利率は、年0.1％以上とする。
　　　　　　　　　償還方法　　一括償還証書貸付
　　　　　　　　　貸付期間　　単年度貸付（年度内償還）

交
付
金
の
交
付

事
業
　
　
　
　

⑴　市町交付金
　　令和₄年度新市町村振興宝くじ（ハロウィンジャンボ宝くじ）及びインターネット専用全国自治宝くじ「クイックワン（新市
町村振興分）」の収益金を愛媛県が協会に交付する愛媛県交付金を財源として市町へ交付する。

⑵　基金交付金
　　サマージャンボ宝くじ収益金をもって愛媛県が協会に交付する愛媛県交付金を積み立てる基金積立金を財源として市町へ交付する。

　交付金の対象事業は、地方財政法第32条に規定する事業で、交付を受けた市町は、市町が必要とする当該事業に充当する。

市
町
振
興

助
成
事
業

⑴　市町の振興に伴うイベント等助成事業
⑵　情報セキュリティ監査助成事業
⑶　メンタルヘルス対策事業助成金
⑷　災害支援金

市
町
職
員
等

研
修
事
業
　

⑴　愛媛県研修所での研修事業
⑵　市町職員研修事業
⑶　市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）及び全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー）の受講に係る助成
⑷　関係団体研修事業等に係る助成

情
報
提
供

事
業
　
　

⑴　愛媛県市町要覧の発行
⑵　市町振興のための資料配付　「地方財政要覧」等
⑶　地域づくり情報誌発行事業　「舞たうん」、「えひめイベントＢＯＸ」

そ
の
他

⑴　市町関係団体等への助成（愛媛県市長会・愛媛県町村会を経由）
　①　一般財団法人地域活性化センター年会費
　②　日本貿易振興機構（ジェトロ）愛媛貿易センター運営負担金
　③　松山空港利用促進協議会負担金
　④　自転車新文化推進協会負担金
⑵　愛媛大学の地域医療学講座への寄附

◎ 令和４年度市町村振興宝くじ発売概要
サマージャンボ宝くじ ハロウィンジャンボ宝くじ

発 売 期 間 ₇月₅日㈫～₈月₅日㈮ ₉月21日㈬～10月21日㈮

発 売 計 画 額 930億円（前年度 900億円） 480億円（前年度 480億円）

償還期間 据置期間 最近の貸付利率
R3.5 R3.3 R2.5

₅　年 ₁　年 0.10% 0.10% 0.10%
10　年 ₂　年 0.10% 0.10% 0.10%
12　年 ₂　年 0.11% 0.11% 0.11%
15　年 ₃　年 0.20% 0.20% 0.14%

本協会基金等貸付細則附則第₂条の規定の特例として、財政融資資金の貸付金利を基準とし、
理事長が定める貸付利率とする。ただし、当分の間、貸付利率は、年0.1%以上とする。
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３
月
の
会
と
催
し

▽
3
日
＝
都
道
府
県
町
村
会
政
務
担
当
職

員
研
修
会（
テ
レ
ビ
会
議
）、（
一
財
）全

国
市
町
村
振
興
協
会
令
和
3
年
度
第
2

回
地
区
幹
事
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）

▽
4
日
＝
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

会
計
監
査
、
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協

議
会
令
和
3
年
度
第
1
回
役
員
会

▽
9
日
＝（
一
社
）内
外
情
勢
調
査
会
松
山

支
部
懇
談
会

▽
10
日
＝
全
国
町
村
会
臨
時
政
務
調
査
会

（
テ
レ
ビ
会
議
）

▽
11
日
＝
自
治
労
か
ら
の
要
望

▽
14
日
＝
愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協
会
令

和
3
年
度
第
4
回
理
事
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
）

▽
16
日
＝
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
令
和
3

年
度
第
2
回
定
例
理
事
会

▽
17
日
＝
都
道
府
県
市
町
村
振
興
協
会
事

務
局
長
会
議（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）

▽
22
日
＝
四
国
4
県
町
村
議
会
議
長
会
事

務
局
長
並
び
に
担
当
者
会
（
Ｗ
ｅ
ｂ
会

　　

 
自
立・自
覚
と
覚
悟

　

列
島
の
桜
は
、
開
花
か
ら
順
々
に
満
開

へ
。
濃
紅
色
、
淡
紅
色
、
白
色
、
淡
黄
色

と
品
種
に
よ
る
が
、
総
じ
て
淡
い
“
桜
花
”

は
観
る
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。

　

日
本
の
国
花
、
桜
は
、
古
く
か
ら
海
外

の
各
地
に
贈
ら
れ
移
植
、
桜
親
善
大
使
と

し
て
、
そ
の
地
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
。

今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
桜
は
、
心
無
い
一
方

的
な
侵
入
者
に
よ
っ
て
い
わ
れ
な
き
戦
に

晒
さ
れ
、
折
角
咲
い
た
花
も
涙
と
と
も
に

散
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。

　

平
和
の
祭
典
で
あ
る
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
閉
会
し
た
途
端
、
世
界
中
の
メ
デ
ィ

ア
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
悲
惨
な
戦
場
の
場
面

に
一
変
し
て
し
ま
っ
た
。
情
報
社
会
で
あ

り
な
が
ら
、
非
人
道
的
な
所
業
が
情
報
統

制
さ
れ
、
嘘
が
人
為
的
に
正
当
化
さ
れ
た

侵
入
者
サ
イ
ド
の
社
会
は
異
様
で
あ
る
。

独
裁
者
が
常
軌
を
逸
し
た
か
、
計
画
的
な

シ
ナ
リ
オ
に
沿
う
侵
攻
な
の
か
、
同
じ

ル
ー
ツ
で
あ
ろ
う
人
々
の
日
常
生
活
を
否

応
無
し
に
武
力
で
破
壊
。
一
般
市
民
、
純

真
無
垢
な
多
く
の
子
供
達
の
命
ま
で
抹
殺
。

こ
の
行
為
の
御
旗
は
何
処
に
存
在
す
る
の

で
あ
ろ
う
。
生
物
・
化
学
兵
器
を
ち
ら
つ

か
せ
、
さ
ら
に
核
を
振
り
か
ざ
し
て
有
利

な
展
開
を
も
く
ろ
む
術
は
、
正
気
の
沙
汰

で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
そ
の
存
在
意
義

が
あ
ろ
う
は
ず
の
「
国
際
連
合
」
は
、
そ

の
機
能
が
全
く
発
揮
出
来
な
い
と
は
、
今

更
な
が
ら
嘆
か
わ
し
い
。
先
の
第
二
次
世

界
大
戦
戦
勝
国
連
合
組
織
で
生
ま
れ
た
と

は
云
う
も
の
の
、
5
か
国
の
拒
否
権
は
極

め
つ
け
で
あ
る
。

　

正
常
な
常
識
議
論
に
は
、ほ
ど
遠
く
“
核

を
持
つ
国
”
の
み
が
、
自
我
を
通
し
聞
く

耳
を
持
た
ず
、
武
力
に
よ
っ
て
傍
若
無
人

と
な
れ
ば
、
ま
さ
に
人
類
は
破
滅
で
あ
る
。

人
間
と
し
て
弱
肉
強
食
の
動
物
世
界
に
も

劣
る
。
今
こ
そ
、
1
9
3
国
が
平
等
か
つ

民
主
的
な
正
常
な
組
織
「
国
際
連
合
」
と

し
て
再
生
す
べ
き
で
あ
る
。
自
国
利
益
も

あ
る
が
大
な
た
で
改
革
す
べ
き
と
し
た

人
（々
国
）は
多
い
は
ず
。
兎
に
も
角
に
も

『
地
政
学
的
』
と
云
う
前
提
で
他
者
を
廃

し
、
社
会
秩
序
を
破
り
、
一
国（
一
人
）生

き
残
り
は
矛
盾
の
塊
で
不
合
理
。

　

さ
て
、
異
様
な
世
界
は
遠
方
の
出
来
事

で
は
な
い
、
明
日
の
我
が
国
か
も
知
れ
な

い
。
黒
く
淀
ん
だ
空
気
が
た
え
ず
列
島
の

周
囲
に
漂
う
わ
が
国
が
、
こ
の
よ
う
な
世

界
で
平
和
と
主
権
を
護
る
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
自
然
災
害
対
応
と
と
も
に
現

下
の
平
和
ボ
ケ
を
幻
と
し
て
、
確
り
見
つ

め
直
し
、
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

他
者
と
の
連
携
は
是
と
し
て
も
、
甘
い

依
存
は
断
ち
切
り
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の

自
立
構
築
こ
そ
不
可
欠
。
食
料
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
云
う
に
及
ば
ず
、
全
て
に
お
い
て

ク
ー
ル
に
自
立
・
自
覚
と
覚
悟
を
肝
に
銘

じ
る
時
で
あ
る
。

�

　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
お
互
い
の
臆
病
が
我
々
を
平
和
に
保
つ

の
だ
。若
し
人
類
の
半
分
が
勇
敢
で
、半

分
が
臆
病
だ
っ
た
ら
、勇
敢
な
者
は
、
た

え
ず
臆
病
者
を
打
ち
負
か
す
だ
ろ
う
。

彼
ら
は
た
え
ま
な
く
闘
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
ら
、
け
れ
ど
も
皆
が
憶
病
も
の
だ

か
ら
わ
れ
わ
れ
は
大
変
う
ま
く
や
っ
て

い
る
。」

　
　
（
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

�

　

英
国
の
文
学
者
）

一

筆

議
）、第
1
8
6
回
四
国
地
区
町
村
議
会

議
長
会
会
長
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）、
加
戸

守
行
元
愛
媛
県
知
事
お
別
れ
の
会
、
令

和
3
年
度
愛
媛
県
林
業
労
働
力
育
成
協

議
会

▽
23
日
＝（
一
財
）愛
媛
県
廃
棄
物
処
理
セ

ン
タ
ー
令
和
3
年
度
第
3
回
理
事
会

▽
24
日
＝
第
1
4
7
回
愛
媛
県
都
市
計
画

審
議
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）、令
和
3
年
度

第
4
回
え
ひ
め
就
職
氷
河
期
世
代
活
躍

支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
会
議（
Z
o
o

　

m
）、（
公
財
）愛
媛
県
国
際
交
流
協
会
令

和
3
年
度
第
2
回
理
事
会（
Z
o
o
m
）

▽
25
日
＝
中
村
愛
媛
県
知
事
へ
出
馬
要
請
、

（
公
財
）え
ひ
め
産
業
振
興
財
団
評
議
員

会
、
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第

22
回
定
期
総
会

▽
26
日
＝
自
由
民
主
党
愛
媛
県
支
部
連
合

会
第
66
回
定
期
大
会

▽
30
日
＝
愛
媛
県
市
長
会
・
町
村
会
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
」
寄
附
贈

呈
式
、
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
令
和
3

年
度
第
2
回
臨
時
評
議
員
会
、
愛
媛
県

町
村
議
会
議
長
会
第
73
回
定
期
総
会

砥部焼製バッジで
ウクライナを支援します

　砥部町では、募金箱を町内₄カ所
に設置し、ウクライナ人道危機救援
金を募っています。
　その取り組みの中で砥部町なら
ではの支援として、青と黄が鮮やか
なウクライナの国旗を模した砥部
焼の支援バッジを作製しました。
　バッジは募金協力者へのお礼と
して一人につき１個限りで、これま
でに約200個を配布しましたが、用
意してもすぐに無くなってしまう
状態です。担当者は「反響が大きく
驚いています。多くの人にお渡しで
きるよう用意していきたいです」と
話していました。募金箱は₅月末ま
で設置し、その間支援バッジは毎週
生産し配布する予定です。


